
目標（整備効果） 取り組み状況
目標の達成状況

整備効果
今後の対応

産業
 上里SA周辺産業団地の整備・分譲
 地元農産物の販売等を行う農業振興

施設の整備（地元産業の活性化）

• 平成25年 分譲開始
• 平成28年3月 全5区画完売
• 平成29年10月 A区画以外の区画で操業開始
• 令和3年10月 A区画に食品加工工場兼店舗が

オープン、全区画で工場等が操業を開始

【達成】産業団地全区画の分
譲、農村公園用地への産業振
興施設（アグリパーク上里）
の整備が完了

上里SA周辺地区整備方針
の基づき周辺地区整備及
び活性化を推進する

生活

 第三次救急医療施設へのアクセス性
向上（搬送時間短縮、地域医療充
実）

 首都圏や群馬方面の移動時間短縮
（職住間移動の利便性向上で移住・
定住を促進）

• 令和2年度にスマートIC下り線側（南側）の
道路改良を行いアクセス性を向上

• 令和3年度は主要県道藤岡本庄線とスマート
ICを結ぶアクセス道路（神流リバーサイド
ロード）の整備を進めている

【順調】上里救急隊の高速出
場件数が10件以下から20件以
上に増加している
【順調】人口動態においても
社会増減が少なく、人口水準
を概ね維持している

スマートIC及び周辺地区
へのアクセス性を向上さ
せるため道路整備を引き
続き進める

観光

 関越・上信越・北関東自動車道など
豊かな交通網の結節拠点として、ス
マートICの利用を促進

 また、他方から町への交流人口増加
を図る

• 令和元年度に上里SA周辺地区の愛称を公募・
決定「このはなパーク上里」

• 令和2年度より公園ゾーンとして芝生広場を
整備を進め、令和3年10月オープン

• 年度内には地区愛称の観光案内看板の設置を
行う予定

【順調】整備前と比較し観光
入込客数が増加している（観
光入込客数とスマートIC交通
量に相関関係が確認できる）

上里SA周辺地区整備方針
の基づき、周辺地区の整
備及び活性化を推進する

渋滞
 既存の主要幹線道路網の交通負荷の

分散、混雑緩和

• 令和2年度にスマートIC下り線側（南側）の
道路改良を行いアクセス性を向上

• 令和3年度は主要県道藤岡本庄線とスマート
ICを結ぶアクセス道路（神流リバーサイド
ロード）の整備を進めている

【順調】本庄児玉ICに接続す
る国道462号上り線の交通量
が10％以上減少している

スマートIC及び周辺地区
へのアクセス性を向上さ
せるため道路整備を引き
続き進める

防災支援

 緊急時の輸送道路、リダンダンシー
の確保に寄与

 周辺地区に防災拠点機能を確保し、
地域防災を強化

• 令和2年度にスマートIC下り線側（南側）の
道路改良を行いアクセス性を向上

• 令和3年度は主要県道藤岡本庄線とスマート
ICを結ぶアクセス道路（神流リバーサイド
ロード）の整備を進めている

【順調】三芳町と「災害時に
おける相互応援に関する協定
（令和元年10月）」を締結、
有事の際はスマートICを活用
した相互応援が可能

防災拠点機能の整備につ
いて検討を行う
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